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1 地域包括ケアシステムにおけるモデル拠点づくり 2 健康寿命の延伸を⽬指す「介護予防」に特化した拠点へ

地域包括ケアシステムにおける健康寿命の延伸のための拠点施設について

資料３-②-２

〇地域の特性や資源を活かした「モデル拠点」づくりを通じて、⺠間への波及効果も
⾒据えた地域包括ケアシステム推進を進めていく。
（第８期市川市⾼齢者福祉計画・介護保険事業計画 P.33掲載）

医療と介護の連携
医療ニーズへの対応と介護者の負担
軽減に向けた新サービスを構築し、
在宅⽣活を総合的に⽀援する

制度・分野を超えた連携
⾼齢者と障がい者など、異なる
分野の施策の連携を通じて、
新たに共⽣型サービスの創出を
図る

地域連携＋認知症施策
地域住⺠に認知症への理解を深める
機会を提供するとともに、認知症の⼈の
意思が尊重され⾃分らしく暮らすための
サービスを提供することを⽬指す

地域包括ケアシステム
モデル拠点（南部）

健康寿命の延伸
前期⾼齢者が多い地域特性を
踏まえ、年齢を重ねても元気で暮
らすための介護予防を推進する
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地域特性や資源を活かし、介護予防に特化した
「（仮称）介護予防センター」（1階・2階を統合）へ転換
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「市川市南⾏徳デイサービスセンター」(2階)

地域特性を踏まえ虚弱⾼齢者（フレイル）を

対象とした基準緩和通所型サービスへ移⾏。

「南⾏徳⽼⼈いこいの家」(1階)

従来の⾼齢者の余暇活動から、社会参加と

介護予防の拠点へ転換。

余暇活動

社会参加と
介護予防

転換 余暇活動

対象を要介護（⽀援）者⇒虚弱⾼齢者へ転換


